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研 究 主 題

生徒の学習意欲を高め、主体的な活動を促す指導法の工夫

1主 題設 定の理 由

中学校理科 教育 の目標 は、 自然 に対 す る関心 を高 め、観察 、実験 な どを行 い、科学 的 に調 べ

る能力 と態度 を育て るとと もに、 自然 の事物 ・現象 についての理解 を深 め、科学的 な見方 や考

え方 を養 うことにある。

このため、理科 の学習 においては、身 の回 りの事物 ・事象 とのかかわ りを通 して、直接体 験

を重視 した学 習を充実 させ、探究す る過程 を大切 に した指導 内容 ・方 法の工夫改善 が必要 で あ

る。

一方生徒 は
、生活体験 の場 の不足 もあ って、身 の回 りの事物 ・事象 との関わ りが薄 れが ち な

傾向 にあ るのが現状で ある。 また、学校 において も、教 師主導 の知識伝達型 の授業展 開が少 な

か らず見 られ る。

そ こで本研究 で は、生徒の 目を 自然 に向 かわせ、生徒 自 らの手 で自然 を調 べ、 自然 のな か に

存在す る規則性 を発見 して い くよ うな、直接体験 を重視 した学習 の充実 を図 り、探究 す る過 程

を大切 にす るた めの指導内容 ・方法及 び教材 ・教具 の工夫 をね らい として研究主題を設定 した。

本研究 を進 め るに当 た って は、次 の事項 に留意 した。
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身近 な素 材を活用 した観察 ・実験 などの工夫

教材 ・教 具の個別化 の工夫

個 に応 じた指 導方法 の工夫

自己評 価 などの形 成的評価の工夫

第1分 科会 で は、「音 の性質liに っいて、次 の点 にっいて研究を進 め た。

① 生徒 の主体 的な活動を促す学習計画 の工夫

② 身近 な素 材を活用 し、生徒 の学習へ の興味 ・関心 を喚起す る教材 ・教具 の工夫

③ 生徒 の学 習意欲を高 め、主体的 な活動 を促す たあの評価 の工夫

第2分 科会 で は、「火 山 と地層 をっ くる岩石」 にっ いて、次の点 にっ いて研究 を進 め た。

① 生徒 の主体 的な学 習活動を促す授業展開 の工夫

② 直接体験 を重視 し、身近 な素 材を活用 した観察 、実験 などの工夫

③ 生徒 の主体 的な学 習活動 を促 すための評 価の工夫
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H「 音」 の学習 において生 徒の興 味 ・関心を高め、

主体 的な探 究学習を促す指導法の工 夫

1研 究 のね らい

中学校理科第一分野 で は、平成5年 度 よ り新 たに 「光 と音」の単元 が導入 され、「音 の性質 」

につ いて の学 習が加 わ ることにな った。

新 しい教材 と して取 り上 げ られた 「音」 は、小学校 の理科 で簡単 な導 入 が行 わ れ、 「糸 電話

づ くり」等 でその性 質 にっ いて の学習 が行 われている。

と ころが、「音」 その もの は、 日常 生活のなかで非常 に身近 な現象で あ るため、 かえ って 、

生徒 の興 味や関心を ひきに くく、生徒 の主体 的な学習活動 を展開 す るには、や や難点 があ る内

容 の一っ であ ると考え られ る。

本研究 で は、 この 「音」 を取 り上 げ、生徒 の興味 ・関心 を高 め、主 体的 な活動 を促 す指 導 方

法 の改善 及 び教材 ・教具 の工夫 をね らい と して研究 を進 めた。

2研 究 の方法

本硬 究 にあた り、次 のよ うな方法 で、研究を進 めて いった。

(1)資 料 の収集 と分析

(2>「 音」 に対す る意識調査 の実施 と分析

(3)学 習計画 ・評価計 画の立案

(4)指 導方法 の工夫

(5)教 材 ・教具 の工夫

(6)研 究授業 の実施 と分析

3研 究内容

(1)実 態調査

研究計画 に基 づ き、生徒 の 「音」 に対す る意識 の実態 を把握 す るため に調 査 を行 った。

ア.情 意面 の調 査

ω 音 が な ぜ 聞 こえ る のか 疑 問 に思 った こ とが あ ります か 。

ア.疑 問 に思 った こと が あ る。 イ.疑 問 に思 った こ とが な い 。 ウ.

この質 問 に 対 して 「イ 」 「ウ」 と答 え

た生 徒 が約60%い る。

「音 」 はあ ま りに も身 近 な 現 象 で 、 興

味 ・関 心 が 低 い の で は な い か と考 え られ

る。
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ω 音 につ いて 調 べて み た い と思 い ま す か 。

ア.思 う。 イ.思 わ な い 。 ウ.ど ち ら と もい え な い。

この質問 に対 して 「イ」 「ウ」 と答 え

た生徒 が約60%い る。

音 があ ることが当 た り前 にな って お り

今更調 べたい と思 う意欲が少 ない と考 え

られ る。

(ウ)音 と聞 いて何を思 い浮かべ ますか。(書 いた個数 を集計)

1～3個 の間 に解答 が集 中 して い る。

音 に対 す る想 像力が低 い と考 え られ る。

ω 音を 出す方法 にっ いて書 きな さい。(書 いた個数 で集計)

2～4個 の間 に解答 が集 中 して い る。

身近 な材料 で音を出す よ うな経 験 に乏 し

い と考 え られ る。

イ.知 識 面 の調査

知識面 の調査 は、「音の大小」「音 の高低」 「音 が伝わ る媒体」「音 の伝 わ る速 さ」 の4項

目にっ いて行 った。その内、「音 の大小」「音 の高低」「音 が伝 わ る媒 体」 にっ いて は どれ

も、80%以 上 の高 い正解率 を示 した。「音」 に対す る知識 は、 か な り身 にっ けて い ると考

え られ る。

しか しなが ら、「音 が伝 わ る速 さ」の問題(打 ち上 げ花火 の音 と光 の どち らが先 に伝 わ

るか という問題)だ けは、正答率 が64%程 度であ った。 この ことは、「音 」 に対 す る知 識

はあ るものの、実際の経験 ・体験 は少 ない ことを示 してい るよ うに思われ る。
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(2)学 習活動 の計画

活 動 の 項 目 生徒の活動と教師の援助 評 価 の 観 点

1

時

限

目

本学習全体の導入

課題発見活動

(課題別班編成

の取 り組み開始)

・音 に関す る各 自の体 験 や既 習

の知識 を話 し合 う。

・音を 出す活動 をす る。

・以上 の2っ の活動 の通 して 、

各 自の課題 を設定す る。

・話 し合 いや、音 を出 す活動 に

積極 的 に参加 していたか。

・各 自の課題 を主体 的 に見 っ け

よ うと して いたか。

2

時

限

目

課題別班編成

課題解決実験

の計画

・課題別 に班編成す る。

(個人で行 うことも認 める。)

・課題を解決す るたあ の実 験計

画を立て る。

・班編成 の活動 に積極 的 に参 加

して いたか。

・主体 的 に実験計画 を立 て よ う

と して いたか。

3

時

限

目

課題解決実験

の実施

(発表計画

の取 り組み開始)

・課題を解決す るため の実 験 を

実施す る。

(必要 な らば、実験計 画 の変 更

や実験 の追加 も認 める。)

・実験結 果 の整理。

。実験 を積 極的 に行 って いたか

・各 自の課題 を主体 的 に解 決 し

よ うと して いたか。

4

時

限

目

発表計画 の作成

発表 リハ ーサ ル

・各班 または各 自の課 題解 決 実

験を通 して、見っ けた ことを

整理 し、発表 で きるよ うに準

備す る。

・発表計 画づ くりに積 極 的 に参

加 して いたか。

・筋道の立 った発表 内容 、 適切

な発表資料 などがで きたか。

5

時

限

目

発表会

学び合い

本学習全体の感想

・発 表計 画 に沿 って 発 表 す る。

・他 の 発 表 を 聞 き、 内 容 を 各 自

が メ モを す る。

・音 に関 して わ か っ た こ とを 整

理 し、 さ らに感 想 を 書 く。

・主体 的発表活動 がで きて いた

か。他 の発表 もき ちん と聞 い

て いたか。

・音 に関する知識 や理解が深まっ

たか。

6

時

限

目

補充 の時間

(必要が あれば

実施)

・適 当な演示実験を交 え なが ら

音 に関す る学習事項 の補 足 を

行 い、生徒の理解 の一 助 とす

る。

・音に関する知識や理解が深まっ

たか。
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(3)評 価計 画

ア 評価 の基本方針 と視点

観点別学習状況補助簿 な どを活用 しなが ら、生徒一人一人 の学習活動 を充 分 に観察 し、 学

習の補助教材(実 験計 画書 など)や 自己評価 カー ドなどの分析を通 し、生徒一 人一人 の学 習

活動 の状況 やその変容 を評 価す る。

イ 観 点別評価項 目のめやす

＼ ＼ 自 然 事 象 へ の関心 ・意欲 ・態度
科 学 的 な思 考

観 察 実 験 の
技 能 表 現

自然 事 象 に っ い
て の 知 識 理 解

1時 限 話 し合 いに積極 的 音 に関す る話 し合 い ろい ろな道具 を

課題発見

に参加 し、 音 を 出

す活動 に主 体的 に

いや音 を出す活 動

を通 して、 課題 を 議 難1
活動 取 り組 ん だ か 。 発 見 で き たか 。 た か 。

2時 限 自分で実験計画を 課題解決 のた めの

立 て られ たか 。 実験計画が立て ら

班編成 れ たか 。

実験計画

一

3時 限 積極的に実験準備 各自の課題が解決 計画通 りに実 験 が

を行 い、 主体 的 に で き たか 。 で きたか 。

実験 の 実験 を実施 す る こ 正確 な実 験 デー タ

実施 とが で きた か 。 が集 め られ た か 。

4時 限 積極的に発表準備 適切な発表資料が

を行 い、主 体 的 に で きあ が っ たか 。

発表計画 発表計 画 をっ くる

こ とが で きた か 。

5時 限 発表 す る態 度 や 、 発表内容が聞きや 自他 の発表 を通 し、

発表 を聞 く態 度 が す か った か 、 叉 は 音 の性 質 にっ いて

発表会 積 極 的 だ った か 。 発表資料が分かり 理 解 で きた か 。

や す か った か 。

『

6時 限 興味深 く演示実験 演示実験などの内 演示実験などを通

を見 た り、 参 加 し 容と意味が理解で 曜 し、 知 識 ・理 解 が

(補 充) た り した か 。 きた か 。 深 ま った か 。
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(4)学 習 の展 開例(1時 限 目 「導入 ・課題発見」 の例)

ア 指導案

5

分

15

分

25

分

5

分

学 習活動(・ 生徒 の活動*教 師の援助 および留意点)

・音 に関す る各 自の体験 や知識 を想起 す る
。

*導 入 ための動機づ け とな るよ うな演示 を行 う。

*以 後 の生徒 の主体的活 動 の内容 が この演 示 に と らわ

れす ぎないよ うにす る。

*生 徒 の今 までの生活体験 を引 き出すよ うにす る。

*課 題 発見用紙 と課題 カー ドを配布 す る。

・音 に関 す る各 自の体験 や知 って い るこ とな どを 、課 題

発見用紙 に記入す る。

(自分 の体験や知識を再認識す る。)

・音 にっ いて、今 までの生活 の中 で体験 を した ことや、

知 っい ることを話 合 う。

全体 で話 し合 い、数 人 が発表す る。

班 ごとに話 し合 う。

・班 で出た話題 を班 ごとに黒板 に記入す る。
・各 自、 黒板 に書 かれた ことを課題発見用紙 に記入す る

*自 分以外 の人の体 験や知 識 を間接 体験 と して互 いに

共有 しあえ るよ うにす る。

・各 自、疑 問に思 った ことや不思 議 に思 った ことが あれ

ば課 題発見用紙 に記 入す る。

・い ろ い ろ な物 を使 って音 を 出 す活 動 を す る。

*理 科 室 内 に音 に関 す る教 具 や 簡 単 な楽 器 、 笛 な ど を

用 意 して お く。

・各 自、 疑 問 に思 った こ とや 不 思 議 に思 っ た こ とを 、 課

題 発 見 用 紙 に(追 加)記 入 す る。

*気 が っ い た こ とな ど が 個 人 の課 題 と な る よ う援 助 す

る。

・各 自、 課 題 発 見 用 紙 に 「調 べ た い こ と」 を記 入 す る。

・各 自、 課 題 カ ー ドに 「調 べ た い こ と」 を 転 記 して 、 提

示 用 ボ ー ド(ま た は模 造 紙 な ど)に 張 り出す 。

*他 の 人 が どん な課 題 を持 った の か わ か るよ うにす る。

*自 己 評 価 カ ー ドを 配 布 す る。

・自己評 価 カ ー ドを 記 入 す る。

・自己評 価 カ ー ドと課 題 発 見 用 紙 を提 出す る。

・次 回 ま で に 「調 べ た い こ と」 に つ い て 、 ど う調 べ た ら

良 い か考 え て くる。

*同 じよ うな視 点 を 持 っ 人 と協 力 して 活 動 を して も よ

い こ とを 知 らせ る。

評 価 の 観 点

・興 味 を持 って演 示 を見 て

いたか。(関 心 ・意欲)

〈授業者 の観察〉

〈自己評価 カー ドの分析〉

・自分 の体 験 や知識 な どを

記入 したか。

(関心 ・意欲)

〈課題発見用紙 の分析〉

・話 し合 い に よ く参 加 し て

い たか 。(関 心 ・意 欲)

〈授 業 者 の 観 察 〉

〈自己 評 価 カ ー ドの 分 析 〉

・他 か ら出 た話題 を記 入 し

たか。(関 心 ・意欲)

〈課題 発見用紙 の分析〉

・音 を出 す活 動 が よ くで き

ていたか。

(技 能 ・表現)

〈授 業者 の観察〉

〈自己評価 カ ー ドの分析〉
・各 自の疑 問 な どが記 入 で

きたか。(科 学的思考)

〈課題発見用紙 の分析〉

・他 の課 題 を興 味 を持 って

見 たか。(関 心 ・意欲)

〈授 業者 の観察〉

〈自己評価 カー ドの分析〉

・各 自の課題 が持 て たか。

(科学 的思考)

〈課題発見用紙 の分析〉

・主 体 的 に音 に関 す る課 題

を見っ けよ うと したか 。

(関心 ・意欲)

〈自己評価 カー ドの分析〉
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生徒活動 の援助 カ ー ド(1時 間 目 「導入 ・課題発見」 の例)

課題発見用紙 ω 課題 カー ド

私 が調 べ た い こ と

(太 く大 き くは っ き り と書 きま し ょ う。)

氏名

 

番組年

ウ 自 己評 価 カ ー ド(1時 間 目の 例)

自己評価 カー ド

團
1

2.

3.

4.

5、

6.

年 組 番 氏名

この時閤、興味をもって演示を見ることができましたか。

い さ、つう 糟 不

人の意見や考えを聞 くことができましたか。
い ふ う やや 不

目分の考えや意見をもてましたか。

い ふ う やや 不

進んで音を出す活動に取り組めましたか。

よい やや ふっう やや 不充分
lllll

自分から進んで、疑間をもち、課題をみ
っけることができましたかゆ よい やや ふっう やや 不充分

lllII
この時間は、楽しくできましたか。

よい`Pや ふつう 糟7{)a}

 

イ

氏名

 

番組年

!!だ

∂こ喝徹つ知や験体の陥

劫こたれさ出らか人の馳

幻こたつ思に●思不やとこたつ思に間傑

題課究研のみき{カーれ砧こいた!9あ駆さ〔

観点別学 習状況評価補助簿(1時 間 目 「導入 ・課題発見」 の例)

 

工

蔵技

音
を

出
す

活
動
が

よ

く
で

きていたか業者の観察自己評価力iドの分析

考思的学科

各
自
の
課
題
が
持
て
た
か課題発見用紙の分

析

各
自
の

疑
問
な
ど
が

記
入
できたか課題発見用紙の分析

度慮欲慮心関のへ象事然自

主

体
的
に

音
に

関
す
る

課

題を見つけようとしたか自己評価カードの分析

他
の

課
題

を

興
味
を

持
っ

て見たか授業者の観察自己評価力iドの分析

他
か
ら
出
た

話
題
を
記
入
したか題発見用紙の分析

話
し

合
い

に

よ

く
参

加
し
ていたか授業者の観察自己評価力ードの分析

自
分
の

体
験
や
知
識
な
ど
を記入したか課題発見用紙の分析

興

味
を

持
っ

て

演
示
を

見
ていたか授業者の観察自己評価カードの分析

日月

組

名年氏
番

号

1

2

3

4

5

9
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(5>教 材 ・教 具 の工 夫

ア.開 発 ・改 善 の ね らい

従 来 か らの 「音 」 の単 元 に 関 す る教 材 ・教 具 と して は 、 モ ノ コー ド、音 叉 、 オ シ ロス コ ー

プ等 が 用 い られ て きた が、 生 徒 が 「音 」 とい う現 象 を視 覚 的 に直 接 体 験 と して 捉 え る教 材 ・

教 具 と して は必 ず し も十 分 で あ る と はい え ず 、 ま た そ の教 具 類 もか な り少 な い もの であ った。

そ こで 、 「音 」 に関 す る現 象 を 、 よ り視 覚 的 に捉 え る こ とや 、体 感 す る こ と を 重 視 して 、

身 近 な素 材 、 材 料 を用 いて 教 材 ・教 具 の開 発 ・工 夫 を行 った 。

イ.具 体 例

ω 音 セ ンサ ー を利 用 した音 の伝 わ る速 さを定 性 的 に捉 え る教 具

市販 され て い る音 セ

ンサ ー に、 レ ンズ付 き

フイ ル ムの ス トロ ボ部

分 を接 続 し音 を関 知 す

る と ス トロ ボ が発 行 す

る よ うに した 。 この 装

置 を2台 作 製 し、 廊 下

に 約30mの 間 隔 に な

るよ う に設 置 す る。 片

側 よ り大 き な音 を発 生

す る と、音 源 に近 い方

の装 置 か ら発 光 す る。

瞬間で はあるが2台 の装置 で発光 の時 間のずれが生 じる。 この ことより、定性的 で はあ る

が、音 が空間 を伝 わ るのに時間がかか ることが視覚 的に捉 え ることが で きる。

(イ〉 水 中 に伝 わ る音 を聞 きとる教具

普 通 の マ イ ク ロ ホ ン

に ビニ ー ル袋 を か ぶ せ

ア ンプ に接 続 し、 水 中

に沈 め て 使 用 した。 小

型 の ラ ジ オ等 を ビ ニ ー

ル袋 に っ あ、 水 中 に沈

め る と、 マ イ ク で捉 え

た音 が 、 ア ンプ か ら流

れ て くる。

簡 単 な 装 置 で は あ る

が 、音 が 水 中 に伝 わ る

こ とが 、 グ ル ー プ 全 体

説

響
辮匙凝

～
㍉

軸
器
謹

、

、

ウ

ド

撚
饗

。

蕊

諾酬讐

・

、

脇

毬
き蜜 、

で、比較 的簡単 に、十分 に聞 き取 りやすい音量 で聞 くことがで きる。
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(ウ)音 や声 を コ ル ク粉末 の模 様 で 見 る教 具

長 さ約 ヱm、 内 径 約

5cmの 透 明 な ア ク リル

パ イプの片側 を ゴム栓

で閉 じ、非常 に軽 い コ

ルク粉末 やおが くず を

一様 になるよ うに入 れ

もう一端か ら低周 波発

生装 置 の音 や声 を出 し

て、 コルク粉末 やお が

くずの模様を観察 した。

音 の高 さによ って、

模様 ので きる位置 が変

化す るこ とや、音 の大

きさに よって模様 の高

さが変化 す ることが簡

単 に観察 す るこ とがで

きる。 ・

磯雛韓
撫縫罐灘灘
爆

が

ゼ轟撫1

低周波舞信器

難 墾駿 ∴辮

1霧
鰹

懸 一

○ 口

§

釜

ス ピーカー

【低 い音 によってで き る模様】

筏躍確

【高 い音 によ ってで きる模様】

謙
響

甑

脳 磁 ∠

糠 鉾 簸
職蝋

　 ゾ　 へ

・撚 伽 鑛 輪 、
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(nテ ィ ンパ ニー を 用 いて コ ル ク粉 末 の振 動 を 調 べ る教 具

打 楽 器 の一 種 で あ る

テ ィ ンパ ニ ー は、 足 元

の ペ ダ ル に よ って 太 鼓

の皮 の 張 り具 合 を 調 節:㌧ ∴ ・.・∴・い

す る こ とが で き、 い ろ

い ろな 高 さ の音 を 出 す

こ とが で き る。皮 の 表

面 に コ ル クの粉 末 を ま

き、 テ ィ ンパ ニ ー の 皮

の 張 り具 合 を一 定 に し

て 力 の大 き さを変 え て

た た い た り、 た た く力

を一 定 に して 、 太 鼓 の

皮 をゆ る くした場 合

・コルク粉 末 は10～20㎜ ま い上が る

・大 きな音 がで る

皮 をっ よ く した場 合
・コル ク粉末 は2～5maま い上 が る

・コル ク粉水 は激 し くゆれ る

皮 の張 り方 を 変 え て 調 べ て み た 。

皮 の 張 りか たが 一 定 の場 合 、強 い力 で た た くと皮 の振 動 の幅 が大 き くな る の で 、 大 き な

音 が で て コ ル ク粉 末 は高 くま い上 が り、 弱 い力 で た た くと皮 の振 動 の幅 が 小 さ くな るの で、

小 さな 音 が でて コル ク粉 末 は低 くま い上 が る。

た た く力 が一 定 の場 合 、皮 の張 り方 を ゆ るめ る と、 コル ク粉 末 は高 くま い上 が り、 皮 の

張 り方 を 強 くす る とま い上 が り方 は低 い。 また 、 コ ル ク粉 末 の 振 動 の しか た は 、 皮 を 強 く

張 っ た と き の方 が激 し くゆ れ る。

この実 験 で 、 コル ク粉 末 の 振 動 の 様 子 か ら、 音 の 大 小 は振 動 す る物 体 の振 動 幅 に関 係 し

て い る こ とが わ か る。 ま た、 同 じ力 で た た いて も皮 の張 り方 に よ って は高 い音 と低 い音 が

で て 、 コル ク粉 末 の ゆ れ か たが それ ぞ れ に違 う こと が観 察 で き る 。

㈲ 大 太 鼓 と ロ ウ ソ クの 炎 か ら音 の伝 わ り方 を 調 べ る教 具

音 を伝 え る もの の 一 っ に空 気 が あ る が、 空 気 中 を音 は ど の よ うに して 伝 わ るか 調 べ て み

た 。大 太 鼓 の 中 心 部 分 か ら放 射 状 一 定 間 隔(5cm)に ロ ウ ソ クを立 て 、力 を 変 え て大 太 鼓

を た た き、 ロ ウ ソ ク の炎 の ゆ れ を調 べ て み る。炎 の ゆ れ方 は 、大 太鼓 に近 い もの ほ ど大 き

くゆ れ 、 遠 くな る にっ れ て ゆ れ方 は小 さ くな る こ とが わ か る。炎 は左 右 に ゆ れ 、 ゆ れ の 向

きか ら音 が 大 太 鼓 の中 心 か ら放 射 状 に広 が って伝 わ る こ と も観 察 で き る。

大 きな 力 で大 太 鼓 を た た い た場 合 は、近 くの ロ ウ ソ ク は炎 が 消 え て しま う ほ ど に振 動 が

激 しい こ と も観 察 で き る。

ロ ウ ソ クの代 わ りに線 香 の煙 で も実 験 で き るが 、 変 化 は ロ ウ ソ ク の炎 の方 が は っ き り わ

か り、 音 の伝 わ り方 を視 覚 的 に捉 え る こ とが で き る。
●

この実 験 で は、 ロ ウ ソ ク の炎 の ゆれ 方 か ら、 音 が 空 気 を放 射 状 に広 が りなが ら伝 わ っ て

い くよ うす が わ か る。音 の 学 習 とい うと 、耳 で聞 く とい う こ とが多 い が 、 この よ うな 実 験

を す る こ とに よ って 視 覚 的 な イ メ ー ジ と聴 覚 的 な イ メ ー ジが重 な り、 よ りわ か りや す く学

習 が で き る。
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ウ.教 材 ・教 具 活 用 表

教 材 ・ 教 具 ・ 実 験 例
活 用 項 目

大小 高低 媒体 速 さ

音 セ ンサ ー と レ ンズ付 き フイ ル ムの ス トロ ボを接 続 ○

ビニー ル袋 で包 んだマイクで防犯 ブザーな どの音 を水 中で拾 う ○

アク リルパ イプの一端 を密栓 し、中に コル ク粉末 を敷 き、 もう一 端

か ら声 を出 し模様 を観察
○ ○

一

テ ィ ンパ ニ ー の表 面 に コル ク粉 末 を ま い て た た く ○ ○

大 太 鼓 の 回 りに ロ ウ ソク を立 て て た た く ○ ○

簡易真空 ポ ンプで容器 の空気 を抜 き、容器 内のブザーの音を聞 く 0

小 さな太鼓 を2っ 並べて共振 の様子を観察す る ○ ○

ス トロー笛 や試 験 管 笛 ○

{

ス ピー カ ー に アル ミホ イ ルを 張 り、 そ の 上 の 発泡 ス チ ロー ル の 玉 の

動 きを 観 察 す る
○ ○

紙 コ ップ の底 に ス テ ン レス テ ー プを 貼 り、 レーザ ー光 を 当 て 、 反 射

光 を ス ク リー ンに映 して 、紙 コ ップ に 音 を伝 え た と きの ス ク リー ン
の模 様 を 観 察 す る

0 ○

モ ノ コ ー ド(ゴ ム 、 ギ タ ー) ○ ○

一

花火 の ビデオ ○

校庭 に並 んで ピス トルの音を聞 く ○

ハ ン ドス ピー カ ーの 警 笛 音 を 出 して ロ ウ ソ クの炎 の ゆ れを 観 察 す る ○ 0

音 叉を水 に入 れて模 様を見 る ○ 0

一

校 舎 の 壁 や鉄 棒 、 ガ ー ドレー ル に耳 を っ け た た いて も ら う ○

ガ ラス管 をたたいて音 を出す ○

ア ク リルの箱 に水 を張 り、音 をだ してで きる模様 をOHPで 投 影 す

る ○
i

(6>実 践 の結 果 に つ いて

「音 」 は 日常 生 活 に密 接 に関 わ る事

象 で あ る が 、事 前 調 査 の 結 果 で は、 興

味 ・関心 は低 く、知識 もあい まいで あっ

た 。 しか し、 本 研 究 の よ うな学 習 の 展

開 に よ って 、 「音 」 に つ い て の 学 習 意

欲 が 高 ま る と と もに 、音 の性 質 に つ い

て の理 解 を 深 め る こ とが で きた 。

一
倍 」と開いて思い浮かべた件数の変化

30

人25
数20
の

割15

10

思い浮かべた個数 髪{剛

■■ 事前調査 圏 事後調査
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4ま とめ と今後 の課題

(1)ま とめ

本研究 で は、生 徒の主体的 な学習活動 を促す ため、課題解決学習 を取 り入れ た。 そのた あ

に 「音」 の単元 にお ける教材 ・教具 の工夫 ・改善を通 して、実験 の個別化 を図 り、併せ て学

習過程 におけ る効 果的 な評 価の方法 にっ いて研究 した。研究 の成果 にっ いて は、実態調査 、

生 徒 の実験計 画書等 の記録 、教師 の観点別学習状況 の補助簿、 自己評価 の記録 、事後調査 な

どか ら生徒 の変容 を調 べ ることによ り把握 に努 めた。

ア.課 題解決学 習を用 いた指導法 につ いて

(ア〉 音 を出す活動 などを通 して、課題 を発見す る ことによ り、生徒一人一 人の発想を生 か

した、学習活動 を展 開す ることが できた。

(イ)生 徒 自身 の創意工 夫を生 か した実験計画書 に基づ いて実験を進 あたため、生 徒 は常 に

目的 を持 って学 習 に取 り組み、意欲的 に課題解決 に努 ある ことが で きた。

(ウ)実 験 の結果 にっ いて各 自 ・各 グループが発表す ることによ り、知識 を共有 化す る と と

もに、音 にっいての興 味 ・関心を一層深 める ことがで きた。

イ.教 材 ・教具 にっ いて

ω 目で見 ることが難 しい音 を、 目で見え るよ うに工夫 した ことによ り、生 徒の興味 ・関

心を喚起 し、学 習課題 を探 究 して い く意欲を高 める ことが できた。

ω 身近 な教材 ・教具 をで きる限 り準備 し様 々な方法で音を調べ る活動 を通 して、生徒 は

主 体的 に自 ら発見 した課題 の解決 に取 り組む ことがで きた。 、

ウ.評 価 につ いて

ω 生 徒が、個 々に作成 した実験計 画書 に基づ いた学 習活動を進 あて い く本事例 の よ うな

授 業形態 では、授業者 は個 々の生 徒の活 動を十 分に観 察で きるの で、机 間指導 によ って

実験計 画書 とあわせ 、個 々の生徒 の状況 を的確 に把握 す ることがで きた。

ω 実験 計画書 を生徒一人一人 に作成 させ ることによ り、教 師 は生 徒の発想 を授業 を行 う

前 にっかむ ことがで きるので、個別指導 によ って個 々の生徒 に応 じた助言 が可能 になり、

生徒 の多様 な学習活動 を支援す ることがで きた。

(ウ)授 業後 の 自己評価 の記録 な どか ら、学習 への関心 ・意欲 な ど情意 面 での生徒 の変 容 を

っ かむ ことがで きた。

(2)今 後 の課題

ア.本 研究 で は生 徒の様 々な教材を提示 し、課題 を発見 させ る工夫 を した。 これ によ って興

味 ・関心 を高 め ることがで きたが、生徒が選択す る課題 が必ず しも必要 な要素をすべ て網

羅 して いる とは限 らず、適 切 な助言を与 え る必要が ある。

イ.生 徒一人一人 が課題 を発見 し、創意工 夫を生 か した学習を行 うことがで きたが、実験 の

個別 化 ・多様化 に伴 い、基本 的な実験器 具の充 実 と身近 な材料 の応用 をさ らに工夫 して い

く必要が ある。

ウ.本 研 究で は、 自己評価 カー ド及 び観点別学 習状況補助簿 を活 用 して多面的 な評価 を試 み

た。 これ によ って生徒 の理解 が容易 にな り、援助 に役立 ててい くことが で きたが、 さ らに

効果 を高 める評価 の方法 を検討 してい くことが望 ま しい。
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皿 「大地の変化 と地球」 におけ る生徒の

主体 的な活動 を促 す指導 法の工夫

1.研 究 のね らい

日本 は、火山 ・地震が大変多 い国 であ り、火山活動 や地震 が身近 な現象で あ りなが ら、生 徒

の興味 ・関心 が高 い とはいえない。「大地 の変化 と地球」 の授業で は、 観 察 ・実験 とい った 、

直接体験 を通 して生徒 の興味 ・関心 を喚起 す る場 が少 な くな りがちで、 と もす る と知識 伝達 型

の授業 に陥 りやす い傾向 にあ った。

そ こで、第2分 科会で は、直接体験 を重視 した学習 の充実 を図 り、生 徒が 自 らの手で 自然 を

調 べ、自然 の事物 ・現象を科学的 に捉え てい くよ うな、探究す る過程 を大 切 にす る学 習の展 開

を 目指 し、指導 内容 ・方法及 び教材 ・教具 の工夫改善 に取 り組ん だ。

本研究 では、「大地 の変化 と地球」 にお ける従来 の学 習の流 れの見 直 しを図 る とと もに、 問

題解決的 な学 習や個 別化 を図 った実験の導入等 によ り、生徒 が主体 的 に学 習 に取 り組 む こ とが

で き るよ う工 夫 した。 また、生徒 の学習意欲 を高 めるために、学習 の過程 にお ける評 価方法 の

改善 につ いて も、併せて研究を行 った。

研究 を進 め るに当た って は次の点 に留意 した。

(1)学 習 に対 す る興 味 ・関心を高 め、個別 の観察 ・実験 を可能 にす る教材 ・教 具 の工 夫

(2)生 徒 の主 体的 な学 習活動 を促す授業展開及 び教材 ・教具 の工夫

(3)生 徒 の主体 的 な学 習活動を援助す る評価方法 の工夫

2

1

2

3

4

5

6

7

8

研究 の方 法

事前調査 の実施 と結 果 の分析

研究計 画の立 案

直接体験 を重視 し、身近 な素材を活用 した教材 ・教具 の工夫

個別化 を図 った観察 ・実験 の工夫 と学習展開 の検討

学習計画 と評 価計画の立案

授業 の実践 と考 察

事後調 査の実施 と結果 の考察

研究 のま とめ と今後 の課題 の検討

3.研 究 の内容

(1)事 前調査 と考 察

中学生 の岩 石 に関す る知識 、理解及 び関心 ・意欲 を調 べ るたあに都 内7校 の中学3年 生715

人 を対象 に調査を実施 した。どの学校 の3年 生 も 「大地 の変化 と地球 」の項 目は学 習 して いな

い。調査結 果 は次の回答率 で示 してあ る。

選択肢 を選 んだ生徒 の数
回答 率(%)=×100

同一設問 に回答 した生徒 の総数
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問2次 の 岩 石 は、 下 の ア 、 イ の どち らの グル ー プ に 入 ります か 。 ア、 イ以 外 だ と思 う人

は ウに 名 前 を 入 れ 、 分 か らな い 人 はエ に ○ を っ け な さい 。

・ 灘

驚
簸
懲
灘
鰹
鷺
鞭
謄塞幾i縫 鑑 鐵 講蓋濃 翌 二』 _sp-_-t

① 花 こ う岩

ア.火 成 岩

イ.た い積 岩

ウ.そ の 他(

エ .分 か らな い

② 砂岩

)

問3次 の 写 真 の岩 石 は、 下 の ア、 イ の ど ち らの グル ー プ に入 りま す か 。

ア.火 成 岩 イ.た い積 岩 ウ.そ の他()エ.分 か らな い

【 岩 石Aと して花 こ う岩 、 岩 石Bと して砂 岩 の写 真 を生 徒 に提 示 す る。 】

8一 ア

B一 イ

'
,.ら

B一工

9・TO20
3040506070

回答率{%)

問4先 生 が 見 せ た岩 石C、 岩 石Dは 下 の ア、 イ の どち らの グ ル ー プ に入 りま す か 。

【岩石Cと して砂岩 、岩石Dと して花 こう岩を生徒 に提示す る。】

c⇒ 鰍嶽灘 灘灘 、

Crイ灘 懸 催 灘

c二慨

c冠 灘 轟鱗難 。難 締 雛

療蒼率(%)

ア.火 成 岩

イ.た い積 岩

ウ.そ の他(

エ .分 か らな い

)
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問10あ なたたち は小学校6年 生 で火成岩 とた い積 岩 につ いて学 習 して います 。 火成 岩

やたい積岩 の学習 にっ いて どのよ うに思 いま したか。下 の ア～ ウの中か ら選 びなさい。

ア.興 味 を も って 取 り組 め た。 イ.ふ っ う ウ.あ ま り興 味 が もて な か っ た。

ウ

57%

問2～4の 調査結果 を見 ると、あ る程度予想 され たことで はあるが、小学校 で既習 の内容

であ りなが ら、正答率 が低か った。 また、問10か ら生徒 は、 岩石 の学 習 にっ いて は興 味 ・

関心 が低 い状態 であ った ことが分 か る。 しか も、別 の問 の調 査結果 では、65%以 上 の生 徒 が

実際 に岩 石を手 に とって じっ くりと見た ことがな いとい うこと も分か った。

以上 の調 査の よ うに生徒 は、岩石 に対 す る知識 ・理 解 は勿論 、実際 に手 に触 れて じっ く り

観 察 した経験 も少 な く、興味 ・関心 、 さらには、学 習に取 り組 もうとい う意欲 も低 い ことが

分か った。 しか し、 そ うい う中で も、用語 のみによ る調査結 果よ り も、写真 また は実物 の岩

石 を見 せた方 が僅かで はあるが、正答率 が高 ま って いることが認 め られ た。一方 、分か らな

い と答 えた生徒 の割合 は、用語 よ りも写真 、写真 よ りも実物 を見せ たと きの方 が着実 に減 っ

て いる ことが分 か った。 そ こで、「大地 の変化 と地球」の学習 にお いて 、生 徒 の学 習 意 欲 を

喚起 し、主体 的 に学習 に取 り組 ませ るに は、次 のよ うな内容 をまず取 り上 げる ことが必要 で

あ ると考 えた。

① 実物 に手 を触 れ なが ら学 習を進 め られ る内容

② 試行錯誤 を繰 り返 しなが ら、問題解決的 に学習 を進 め られ る内容
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(2)学 習計 画

ア 授業展 開の工夫

従来 、「大地 の変化 と地球」 の項 目では、「火山」 また は、「地震」 か ら入 ることが多か っ

た。 しか し、生 徒 の直接体験を重視 した学習を充実 させ、探 究す る過程 を大切 にす るた め

には、 これ まで の学習 の流 れでは不十分 と考 え られる。

この項 目の授 業で、生徒が直接見 て、触 り、観察で きる教材で ある 「岩石」 を視点 に あ

て 、火成岩 とたい積岩 を比較 し、その特徴 を調 べ る学習を導入 として、以下 に示す よ うに

学習 の流 れの工夫 を試 みた。

イ 「大地 の変 化 と地球」 の学習計画例

学 習 内 容 ・ 学 習 活 動
一

第1時 ・代表的 な火成岩 のA岩(花 こう岩)と 代表的 なた い積 岩 のB岩(砂 岩)の

自作VTRを 視 聴 す る。 ・岩 塊 を見 る。 ・各 自 の岩 石 を観 察 す る 。

ユ ■実験1A岩 、B岩 を用 いて加熱 ・冷却 を繰 り返す 。岩石 を割 る。

岩

石
第2時 ■ 実験iA岩 、B岩 を用 いて加熱 ・冷却 を繰 り返す。岩石 を割 る。

(
(第1時 の続 き)(学 習 プ リ ン ト1)

火

成
山 第3時 ・火成岩A岩(花 こう岩)、 たい積岩B岩(砂 岩)に 、火成岩C岩(安 山岩)
石
● たい積岩D岩(泥 岩)を 加 え、 これ らを調べ る実験器具 を確認 す る。

た 〔ル ー ペ、 双 眼 実 体 顕 微 鏡 、 ハ ンマ ー ・た が ね ・金 床 、 鉄 製 乳 鉢 ・乳 鉢 、 ガ
い

積
ス バ ー ナ ー ・三 脚 ・金 網 ・る っ ぼ ば さ み 、 ビ ー カ ー 、 や す り 、 シ ャ ー レ 、 薬

岩 包紙 、生 徒か ら希望 があれば、薬品類(過 酸化水素水 など)を 用意 す る。〕
)

と

そ

・火成岩 とた い積岩 の違 い、4つ の岩石 の違 いを調 べ る実 験方 法 を検 討 し、

実験計 画書 を提 出す る。(学 習 プ リン ト2・3)

の

比
第4時 ■実験2各 人が実験計画書 に基づ いて実験を行 う。実験報告書作 成。

較 第5時
　

■実験2実 験 の続 きを行 う。新 たな実験 を行 う。実験 の結果 を まとあ る。

(

9

時

第6時 ・実 験2の 結 果 を ま と あ る。 生 徒 発 表 会 の 準 備 を 行 う。

・発 表 用原 稿 の 作 成 。 発 表 用TPシ ー トの 作成 。(学 習 プ リ ン ト4)

間
)

第7時 ・発表会 。それぞれの岩 石 の観 察結 果、火成岩 とた い積 岩 の違 いにっ いて、

A岩 とC岩 の違 い にっ いて 、B岩 とD岩 の違 いに っ いて 発 表 しま とあ る。

1

・ 〔教 師 が補 足 説 明 を行 い、整 理 す る。〕(学 習 プ リン ト5)
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・さ らに 、 火成 岩 と して 、 玄武 岩 、 はん れ い岩 を加 え る 。 た い積 岩 と して 、

石 灰 岩 、 れ き岩 を加 え る。他 に溶 岩 も加 え 、 合 計9種 類 の 岩 石 を 小 片 に 砕

1第8時1い て岩石騨 サ ・プルを作成す る.
1

書i
そ

F

・学 習 した こ とを も とに 、第1回 目の グル ー プ分 け を 行 う。(火 成 岩 と た い 積

岩・ その他 に分 け る・)(学 習プ リン ト6凋

の

比

較
・グ ル ー プ分 けで 迷 っ た岩 石 につ い て 、 ど の グ ル ー プ に 属 す る の か を 判 定 す

第9時 る実験 を考 えて行 う。確認実験 に基づ いて、再度 グルー プ分 けを行 う。

■確認 実験(学 習 プ リン ト7)

2
第10時

～

・火 山噴出物 と火山活動。 マ グマ と地球 の内部構造

・マ グマ と火成岩 ので き方(ハ イポを使 った火成岩 のっ くりの モデル実 験)

火
第12時

・岩石標準 サ ンプルに流 もん岩 とせん緑岩 を追加 し、 グル ープ分 けを行 う。

山
3時 間 ・火 成 岩 の ま とめ 。 ■ モ デ ル実 験

3
第13時

～

・岩石 の風化 と流水 のはた らき。 たい積岩 の演示実験 を行 う。■演示 実験

(簡 易 エ ミリー管 によ る沈降実験 。振 とうによ る浸 食実験 。)

積
岩
第14時

2時 間

・たい積岩 の まとあ

・標準 サ ンプ リに凝灰岩 を追加 し、5種 類 のたい積岩 を分類 す る。

地層と大地の変動

4 第15時
・化石(示 相化石 と示準化石)

地 ～
・地 層 の っ く り、 地 層 の で き方

層
● 第19時 ・大地 の降起 と沈降、海進 と海退

変
動 5時 間

・断層 と摺曲、整合 と不整合 、大地 の変動 と山脈

・プ レー トテ ク トニ クス と大 陸 移 動

・地震 とその ゆれ 、地震波 の特徴 と震源 ・震央 、初期微動 と主要動

5
第20時

～

・初期 微動継続時間 と震源距離 との関係

・等 発震時 曲線、震度 と震度階級 、震度 と震源 か らの距離
地
第24時

・震 度 と マ グニ チ ュー ド、地 震 に よ る災 害 と大 地 の変 化

震
5時 間 ・地震多発地帯 の分布 、 日本付近 の震央 ・震源分布 の特徴

・地震や火 山活動 の原 因、 日本付近 の地震 の原 因

1
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(3)評 価計画(観 点別評価)

ア 評 価計画

第4時 、第5時

「て 学習内容

1

(第4時)(第5時) 1

＼
＼＼

・ 評価の観点＼

・実 験2一 個 別 に実 験 を行 う。

1

・前回の実験 の続 きや新 しい実 験

を行 う。

・興 味 を も って 、 実験 に 取 り組 む ・前 回 の実 験 の続 きや 、 新 しい 実

自然事象 への こ とが で きた か 。 験 に興味 を もって取 り組 もう と

関 心 ・意 欲 ・態 度 す る こ とが で き たか 。

(自 己評 価、授 業者 の観察) (自 己評価 、授業者 の観察)

・前 回 の 実験 を 踏 ま え て 、 新 し い

実験 の計 画を立 て ることがで き
科学的な思考

1
る か 。

(実験計 画書、授業者 の観 察)

・実験計画書 に従 って、実 験 を実 ・観察 ・実験 の結果 を整理 しま と

観察 ・実験 の
施 す る こ とが で きた か 。 め る こ とが で きた か 。

技能 ・表現
(実験報告書 、授業者 の観察)(実 験報告書)

・岩 石 に よ って つ くりが違 う こ と

自然 事象 にっ いて
に気 付 く こ とが で きた か 。

の知識 ・理解
(実験報 告書)

i

イ 自己評 価(ワ ー ク シー トに記 載 、A→ よ くで き たB→ 普 通C→ も うす こ し)

1.興 味 を 持 って実 験 を しま したか 。 A B

2.実 験 を しな が ら、 ま た は結 果 を よ く見 て 新 しい実 験 を考 え た りで きま した か 。

3.安 全 に注 意 しな が ら、 計 画 書 通 り実 験 が で きま した か 。

A

A

B

B

4.実 験 結 果 を 図 を 使 っ た り、文 章 を工 夫 した り して、 わ か りや す くま と め ま した か 。

5.岩 石 に よ って い ろ い ろ な違 い が あ る こ とに気 が付 きま した か 。

6.感 想 な どを=書 きな さ い 。

※先 生 か らの 助 言 な ど 〔

A

A

B

B

C

C

C

C

C

「
ノ
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ウ 本 時 の評 価 一一一一一 教 師 の 観 察 、 ま た は実 験 報 告 書 に よ る

評価の観点 評 価 基 準

十分満足 で きる おおむね満足 で きる 努力を要する

評価の基準
(A) (B) (C)

ア 熱 した ・手 早 く加 熱 、 冷 却 を ・加 熱 、 冷 却 を 行 い粒 ・加 熱 、冷 却 を 行 うが

り、 冷 や 蓼 行 い 、粒 子 にっ いて 多 子 に つ いて 観 察 す る 。 粒子 にっ いて の観 察 が

した りす 表 くの観 察 が で き る。 で きな い。

る実験 ①
・くず れ た粒 子 を さ ら

に 調 べ る工 夫 を す る 。

・A(か こ う岩)の 造 ・岩石 の くず れ方 の違 ・岩 石の くず れ方 の違

知
● 岩 鉱物 の種類 また は、 い とA(か こ う岩)の い とA(か こ う岩)の

(行動観察 ・ 理
堆積 岩の粒の一様性 に 造岩鉱物 に気付 く。 造岩鉱物 に気付かない。

実験報告
①
気 付 く。

書)

イ わ る実 ・手 早 く岩 石 を 割 り、 ・岩 石 を 割 り
、 ル ー ペ、

・ル ーペ 、 双 眼 実 体 顕

技
験 ● ル ーペ 、 双 眼 実 体 顕 微 双眼実体顕微鏡で観察 微鏡 を正 しく使 用 で き

表
鏡 で観 察 し多 くの項 目 す る 。 な い 。

②
に つ い て 記 録 で き る 。

・火成岩(組 織の違 い ・硬 さの違 い と造岩鉱 ・硬 さの違 い と造 岩 鉱

知

(行動観察 ・ 療
か造岩鉱物の種類) 物 の有(A、C)無 物 の 有(A、C)無

実験報告

書)

②

か堆積岩(粒 の一様性)

に気 付 く。

(B、D)に 気 付 く (B、D)に 気 付 か な

い○

ウ 砕 く実 ・手 早 く岩 石 を 砕 き、 ・岩石 を適度 な大 きさ ・岩 石を砕 くの に細 か

技
験 ● 多 くの項 目につ いて記 に砕 き、観 察 す る こ と く し過 ぎ た り、 目 的 の

表
録 す る こ と が で き る 。 が で き る。 大 き さ に で きな い。

③

・火成岩(組 織 の違 い ・造 岩 鉱 物 の有(A 、 ・造岩鉱物 の有(A、

知

(行動観察 ・ 垂
か造岩鉱物の種類)か C)無(B、D)に 気 C)無(B、D)に 気

実験報告

書)

③

堆積 岩(粒 の一様性 か

粒 の大 きさ)に 気付 く。

付 く 。 付 か な い 。
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～
工 削 る実 技 ・手 早 く岩 石 を削 り、 ・岩石 を 削 り、 削 った ・削った粒子の観察 がで

験 表 多 くの項 目について記 粒子の様子 を観察する。 き な い。

④ 録で き る。

・火成岩(造 岩鉱物 の ・削 れ 方 の 違 い とA ・削れ方の違いかA(花
知

(行動観 察 ・ ● 有 無)か 、 た い積 岩 (花こう岩)の 造岩鉱物 こう岩)の 造岩鉱物 に気

実験報告
理
(粒 の一様性か粒の大 き に気付 く。 付か ない。

書) ④
さ)に 気付 く。

オ 結 果 の 技 ・観 察 ・実 験 の結 果 を ・観 察 ・実験 の結果 を ・観察 ・実験 の結 果 にっ

発表 表 正確 に記録 し、発表 す ま とめ、 発表 す る こ と いて、発表す ることがで

⑤ ることがで きる。 がで きる。 き な い。

・火成岩(組 織 の違 い) ・火成岩 には造岩 鉱物 火成岩の造岩鉱物に気付
知
● やA(か こ う岩)の 造 が含 まれ、堆積岩 に は か な い。

理
岩鉱物 には数種類 あ る 含 まれ て いな い こ と に

⑤
ことに気付 く。 気 付 く。

(4)展 開例(第3時 実験計画 の時間)

学習活動 ◎生徒の活動 ☆教師の活動 留 意 点 評 価

導

入

☆ 前 時 の ワー ク シ ー トを 返 却 し、 着 眼 点

.の 優 れ て い る もの を 発 表 す る。

(粒 の 集 ま り方 、特 徴 に 気 が 付 い た もの

を発 表 す る 。)

・提 出 され た ワーク シー

トか ら適 切 な も の を 選

ん で お く。

・発 表 さ れ た 内

容 に っ い て 聞 く

こ とが で き る か 。

(関 心 ・意 欲)

展

開

☆2種 類増 や し、合計4種 類 の岩石 の粒

の集 ま り方 や特徴 を調 べ る方 法 を考 え

るよ うに示唆 さる。

◎ 用意 された実験器具 、道具 か ら、好 き

な もの を選択 し、実験計画 を立 て る。

(双眼実体顕微鏡、ルーペ、ガスバーナー、

ハ ンマー、鉄製乳鉢 、薬品 な ど)

☆行 き詰 った生徒 には助言 を与 え る。

・岩石名 にはふ れない

(岩石Cは 安 山岩 、D

は泥岩)。

・器具 の使用 法 を確認

し、安全 のた めの指導

を行 う。

・何種類か の実験 器具

を準 備す る。

・岩 石 を 調 べ る

方 法 を 意 欲 的 に

考 え よ う と して

いるか 。(関 心 ・

意欲)

・提 示 した 実 験

器 具 を用 い た 、

適 切 な 実 験 計 画

を 立 て る こ と が

で きるか 。

(科 学的思考)
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ま

と

め

◎実験計画書 を作成 し、提出す る。

☆実験 目的 と器具 の組 み合わ せが適 切 で

ない ものに は、助言 を与え る。

・安 全面 に対 す る注意

を再度与 え る。

(第4時 実験 の時間一 その1)

陸 ☆提 出 され た計 画書 を返 却す る。 ・計 画が適 切 で あ るか ・興 味 を も って 実

☆気が付 いた点 があれば助 言す る。 安全性 に問題 が な いか 験 に取 り組めたか。

入 を チ ェ ッ ク す る 。 (関 心 ・意 欲)

・計 画 書 ど お りに

◎実験 を行 う。 ・気 付 い た こ とが あ れ 実 験 が で き た か 。

展 ※双眼 実体顕微鏡 な どによ る観 察 、 ガス ば、その都 度記 入 す る (技 能 ・表現)
開
ま
バ ー ナ ー と水 に よ る加 熱 冷却 、 ハ ンマ ー よ うに助 言 す る。 ・岩 石 の っ く りの

と に よ る破 砕 な ど。 違 いに気付 いたか。
あ
◎実験報 告書 を提 出す る。 (科 学的思考)

(5)教 材 ・教具 の工 夫

ア 自作 ビデオ と岩塊

火成岩 の代 表 と して、花 こう岩(約50kg)を 山梨県 甲府 の昇 仙 峡付 近 よ り、 堆 積岩 の

代表 と して砂岩(約10kg)を 千葉県銚子市犬吠崎 でサ ンプ リング した。 その 時 の様子 を

撮 影 した ビデオ フィルムと岩塊を導入 で活用 した。生徒 の興味 ・関心 を促 し、以後 の学 習

を進 めてい く上 で有 効で あ った。

イ 簡易安全眼鏡(写 真①)

岩 石 を割 った り、加熱 ・冷却を繰 り返す場合 に、岩石 の破片 が飛 び散 った時 の安 全確 保

のためにペ ッ トボ トルを利用 して作成 した。作成 が容易 であ り、実験 に も有効 で あ った。

ウ 岩石 サ ンプル(写 真②)

何時 で も利 用 できるよ う、また、岩石 のま とめの学 習に利用 す るたあ、一人一 人 の手 元

に岩石標準 サ ンプルを持 たせ た。学 習の個別化 を図 り、常 に確認 しなが ら学習 を進 め る上

で有効 であ った。

　

';;3'一'・'㌔ ・u…"一 磁 響蟹
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(6)事 後調査 と考察

第7時 の実験2の 発表 会終了時点で、事前調査の設 問か ら何 問か抜 き出 し、一部 は設 問 の

内容を変 えて事後調査 と して実施 した。結果 の概要 は以下の通 りで ある。

ア 知識 ・理解

事前調査 の問2(岩 石の名前 による分類)、 問3(岩 石 の写真 を見 て識 別す る)、 問4

(岩 石 の実物 を見て識別す る)の 内容 の設 問で は、事前調査 時 と比 べ て正答 率 が次 の よ う

に変化 した。

表 の結果 か ら分か るよ うに火成岩 ・たい積

岩 に関す る知識 の定着 は、授業後 に大 き く改

善 されてい る。特記 すべ き事 は、岩石 の実物

や写真 を示 した場 合 に正答率 が大 きく向上 し

て い ることであ る。

イ 関心 ・意 欲 ・態度

「岩石 につ いて もっと学習 したいです か」

とい う問 いに対 して事前調査時 では 「はい」

と答 え た生徒 が26%で あ ったが事後 調査 で

は72%に 増 加 した。 また、 今 回 の岩 石 の学

習 につ いて積極 的 に取 り組 めたか ど うか、 生

徒 に 自己評価 させ た と ころお よそ94%の 生

徒 が 「よ くで きた」「で きた」 と答 えてい る。

この結果 か ら、生徒がか な り興味 を もって学習 に取 り組 めた様子 が うかがえ る。

今回 の授 業の全体的 な感想 を自由に記述 させ た ところ、次 のよ うな記述 が多 く見 られた。

・ 『岩石 なんてっ ま らない、違 いなんて ない と思 っていたが結構 いろい ろな違 いがある こ と

が分 か った。』

・ 『授業 の進 あ方がお もしろか った。(目 で見 ただ けよ り理解が深 まった。)』

・ 『登校時 な どに身の まわ りの岩石 に注 目す るよ うにな った。」

・ 『岩石 の学 習がお もしろい ことが分 か った。』な ど。

設 問

i正 答 率

事前調査 陣 糊 査

問1

① 16%→82%

② 22%→36%

③ 15%→88%

問2

A 21%→90%

B 18%→88%

問3

`

C 21%→91%

D 13%→91%

岩石 の観察 、実験の個別化を進 めて きた結果 、生徒 が主体的 に学 習 に取 り組 み 、 「岩 石 や 大

地 、地球」 とい う もの に対す る興味 や関心 が高 あ られた と考 え られ る。

また、「大地 の変化 と地球」 の項 目で最 も身近 にあ る岩 石を導 入 した こ とは、生 徒 の 直接体

験を深 め る上 で も、学習 に対す る関心 ・意欲 を喚起す るとい う点 で も成 果があったと思われる。
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4ま とめ と今後の課題

本研究 で は、生徒 の主体的 な学習活動 を促 すために、「大地の変化 と地 球 」 の学 習 にお い て

従来 とは違 う授業展開 の工夫 を した。特 に この単元 において、生徒 が直接 手 に取 って扱 うこ と

ので きる岩 石か ら、学習 を展開 して い くこととし、その際 、で きる限 り問題 解決 的な学 習 の展

開 にな るよ う配 慮 した。

さ らに、学 習過 程 における効果的 な評価 の方法 について研究 した。特 に今回 の研究 にお い て

は、 自己評価 の項 目が生徒 に とって の学習 の 目当て とな るよ うに配慮 した。

研究 の成果 にっ いて は、授業中 の生徒 の活動 の観察 、 自己評価 の記録 、事 前 ・事後調 査 の結

果 の比較 な どか ら、生徒 の変容等 の把握 に努 めた。

(1>ま とめ

ア.授 業展 開の工 夫

ω この単元 の学 習 に対 す る生 徒 の興味 ・関心 ・意欲 を引 き出す授業展 開 と して 、岩石 の学

習か ら入 ることと した。 どん な条件 の学校で も取 り組 みやす く、生徒一 人一人 が実 際 に手

に触れて取 り扱 え る ものを考 え た結果で ある。十分 に時間 をか け、試行錯 誤 しなが ら学 習

を進 めて い くなかで、岩石 に対す る興味 ・関心を高 ある ことが で きた。

この学 習 は、以後 の 「大地 の変化」の学 習 に対す る意欲を喚起す る上 で も有効 であ った

と思 われ る。

ω 岩石 の学 習 において、従来 の火成岩 を扱 ってか ら堆積 岩 に学習を進 め るとい うよ うな単

線型 で はな く、常 に両者 のっ くりの違 いを比較 しなが ら学習を進 あて い くことによ って、

問題解決 的 な学習 を展開す ることがで きた。その結 果、一人一 人の生徒 が主体 的 に学 習 に

取 り組 む ことが できた。

イ.観 察 ・実験 な どの工夫

実験方法 を提示 して選択 させ るのではな く、学習 のね らいに合 った実験器具 を何 種類 か

用意 し、生徒 一人一人 に実験方法 を計画 させた。 その結果 、生徒全員 が 自 ら工夫 した実 験

を計画す ることがで き、生徒一人一人が、主体的 でかつ意欲 的に観察 ・実験 を展 開す る こ

とが で きた。

ウ.評 価 の工夫

(7)学 習 の開始 時 に、評 価の観点を明示 した自己評価項 目を提示す る ことによ って、生 徒 の

学 習 に取 り組 む上 での指 針を示す とと もに、生徒 自身の学習へ の援助 にな るよ うに工 夫 し

た。 この 自己評価 は、生徒 が学習を進 め る上での 目当て となるばか りでな く、学習 へ の意

欲付 けと して も有効 であ ると考 えて いる。

ω 補助教 材 に 「先生 か らの助言 な ど」 の欄 を設 けたことは、生徒 の意欲を育て るとともに、

観察 ・実験 の計画 の修正 や実験報告書 を作成 す る上 での参考 になるため、生 徒 に も大 変 好

評 であ った。

(2)今 後 の課題

ア.生 徒一 人一人が異 なる実験 に取 り組 むので、学 習の場の確保 と安 全 に対 す る一 層 の配慮
ゆ

が必要 であ る。

イ.T.Tな どの指導方法及 び評価 の工夫 改善等 、指導 ・援助 の一層 の充実 が大切 で ある。
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